
 

 



講評 

今年は形式が変わり、従来大問３題のところが、大問 2 題になりましたが、どちらも長い融合問題になり、時間

的には厳しかったと思われます。また、定番の医学の内容ではなく、純粋に物理の内容でした。 

 

大問１ 力学と熱の融合 

前半が力学、後半が熱です。情報量が多く見慣れない装置のため苦労します。戸惑わずに丁寧に立式していくと、

答えが出ますが計算量も多くミスしがちです。 

大問２ 電磁気、波動、原子分野の融合 

はじめから単なる電流ではなく動く棒のため、扱いに自信が持てない受験生も多かったのではないでしょうか。

また、問６の A と B の対称性の扱いも苦労します。 

 

以上を踏まえて、合格には正答率 60%くらいかと思われます。 

 

 


